
 

平
和
へ
の
祈
り 

 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
多

く
の
人
々
が
深
く
心
を
痛
め
て
い
ま
す
。
犠

牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
他
国
へ
の
武

力
行
使
を
断
じ
て
許
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
一
刻
も
早
い
平
和
的
解
決
が
な
さ
れ

る
こ
と
を
強
く
願
い
ま
す
。 

 

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
相
次

ぐ
値
上
げ
に
よ
り
、
日
々
の
暮
ら
し
も
厳

し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、佐
倉
市
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
費
の
繰
越
手
続
き
ミ
ス
に
よ
り
、

令
和
３
年
度
実
施
の
コ
ロ
ナ
対
策
全
事
業

費
約
４
億
２
，
５
０
０
万
円
を
、
国
の
交
付

金
で
は
な
く
、
佐
倉
市
で
全
額
支
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。 

心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

西
田
市
長
は
じ
め
職
員
に
は
、
ミ
ス
に

至
っ
た
経
緯
の
事
実
の
把
握
・
確
認
・
説

明
、
徹
底
し
た
再
発
防
止
対
策
、
損
失
を

上
回
る
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
等
の
獲
得

を
求
め
ま
す
。
市
議
会
も
、
議
員
報
酬
削

減
等
を
決
定
し
、
皆
さ
ま
の
ご
負
担
を
少

し
で
も
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

市
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま

す
。
大
海
の
一
滴
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
引

き
続
き
令
和
３
年
度
の
政
務
活
動
費
を
全

額
返
納
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を 

お
祈
り
し
て
お
り
ま
す 

宇
田
み
お
こ 
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令
和
４
年
３
月
臨
時
議
会 

（
３
月
２８

日
開
催
） 

議
案
第
１
号 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
返
還
に
つ
い
て 

賛
成
多
数 

可
決 

宇
田
賛
成 

令
和
３
年
度
中
（
３
月
３１

日
）
に
国
に
対
し
、返

還
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
、
年
利
11

％
（
月
約
４
百
万
円
）

の
追
徴
金
発
生
の
た
め
に
、や
む
を
得
ず
賛
成
し
た
。 

反
対  

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・共
産
党
・藤
崎
・稲
田 

       

 

 

 

 

 

    
ど
う
し
て
？
な
ん
で
？ 

県
と
市
の
担
当
者
間
の
電
話
で
の
や
り

取
り
は
、
一
年
前
の
こ
と
等
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
、
市
は
説
明
。
ミ

ス
に
至
っ
た
経
緯
を
正
し
く
把
握
す
る
た
め
に
、
私
は
担
当
者
と
の

対
話
を
求
め
た
が
、個
人
攻
撃
に
な
り
か
ね
な
い
と
、却
下
さ
れ
た
。 

 

➍
令
和
３
年
３
月
２
日 

県
が
「
国
に
対
す
る
翌
債
・
繰
越
手
続
き

を
行
わ
な
い
。
」
の
確
認
依
頼
メ
ー
ル
を
市
に
発
信
し
た
。
佐
倉
市

は
、こ
れ
に
対
し
、
「
国
に
対
す
る
翌
債
・
繰
越
手
続
き
を
行
わ
な
い
。

変
更
な
し
」
の
回
答
を
メ
ー
ル
に
て
発
信
し
た
。 

➎
令
和
３
年
３
月
３
月
３１

日 

県
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
係
る
実
績
報
告
及
び
年
度
終
了

実
績
報
告
等
に
つ
い
て
」
の
メ
ー
ル
を
市
に
発
信
。 

➏
令
和
３
年
４
月
３０

日 

佐
倉
市
は
年
度
終
了
実
績
報
告
書
を

「
翌
年
度
繰
越
額
な
し
」
で
作
成
し
提
出
し
た
。 

➐
令
和
４
年
２
月
２８

日 

佐
倉
市
の
翌
債
・
繰
越
手
続
き
が
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、令
和
３
年
度
事
業
費
に
活
用
で
き
な
い
事
が
判
明
。 

➑
令
和
４
年
３
月
２２

日 

令
和
３
年
２
月
市
議
会
最
終
日
。  

➒
令
和
４
年
３
月
２４

日 

突
然
市
か
ら
臨
時
議
会
開
催
の
知
ら
せ

が
あ
り
、そ
の
後
各
会
派
に
議
案
説
明
が
な
さ
れ
た
。 

➓
令
和
４
年
３
月
２８

日 

佐
倉
市
議
会
臨
時
議
会
開
催
、可
決
。 

 

    
ど
う
し
て
？
な
ん
で
？ 

 

経
緯
の
説
明
、
責
任
の
所
在
、
再
発
防

止
策
等
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
の
採
決
。
追
徴
金
に
よ
る
更
な
る
支
出

を
防
ぐ
た
め
に
賛
成
す
る
し
か
な
か
っ
た
が
、こ
れ
で
良
い
の
か
。 

       

 

令
和
２
年
度
コ
ロ
ナ
対
策
費
の
み
国
の
交
付
金
活
用  

令
和
３
年
度
事
業
費
約
４
億
２
，５
０
０
万
円 

全
て
市
負
担 

①
令
和
２
年
度
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
関
し
、
市
職
員
の
思
い
込
み
に
よ

る
令
和
３
年
度
へ
の
「
翌
債
・繰
越
」
ミ
ス
が
令
和
３
年
２
月
に
発
覚
。 

 

②
そ
の
結
果
、
令
和
２
年
度
交
付
金
（
総
額
１
８
億
８
，
５
９
７
万
４

千
円
）
が
令
和
３
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
て
お
ら
ず
、
令
和
３
年
度
中

に
５
億
３
，０
９
０
万
８
千
円
の
国
へ
の
返
還
が
必
要
と
な
っ
た
。 

 
③
本
来
で
あ
れ
ば
国
の
交
付
金
を
活
用
で
き
た
令
和
３
年
度
実
施

済
み
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
費
用
約
４
億
２
，５
０
０
万
円
は
、
そ

の
全
額
を
市
の
財
源
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。 

 

④
国
へ
の
返
還
金
支
払
い
の
た
め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
約
３
億

７
，
２
０
０
万
円
を
支
出
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。 

    
令
和
３
年
度
末
ま
で
に
使
い
切
れ
な
か
っ
た
交
付
金
約
１
億
円
。 

  

繰
越
手
続
き
に
関
す
る
事
務
の
経
緯 

➊
令
和
３
年
２
月
２２

日 

県
が
「
翌
債
・繰
越
手
続
き
超
過
概
算
払

い
の
返
還
申
請
に
つ
い
て
」
の
メ
ー
ル
を
各
市
に
発
信
。 

➋
令
和
３
年
２
月
２６

日 

佐
倉
市
は
県
に
対
し
て
、令
和
３
年
度
の

支
出
見
込
み
額
（
繰
越
見
込
み
額
）
の
正
し
い
数
値
で
あ
る
５
億
２

５
，
１
８
６
千
円
で
提
出
し
て
い
た
。 

➌
令
和
３
年
３
月
１
日 

県
か
ら
の
電
話
を
受
け
、誤
っ
た
数
値
△
３

５
３
万
円
に
修
正
し
、
県
に
再
提
出
し
た
。 

  

令
和
３
年
度 

約
６
億
円
を
失
っ
た
佐
倉
市
民 

宇
田
み
お
こ
の
意
見 

➊
令
和
３
年
１１

月
議
会
で
、
西
田
市
長
は
介
護
保
険
交
付
金
の

７
千
万
円
の
損
失
に
対
し
、
自
身
の
給
料
９
４
千
円
減
額
の
議
案

を
提
出
し
可
決
（
宇
田
・藤
崎
の
み
反
対
）
さ
れ
た
件
に
続
い
て
、県

か
ら
複
数
回
確
認
メ
ー
ル
が
来
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
佐
倉
市

の
み
で
繰
越
ミ
ス
が
発
生
し
た
。
ミ
ス
を
し
た
個
人
の
問
題
で
は
な

い
。市
役
所
の
体
質
そ
の
も
の
を
根
本
か
ら
見
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

❷
ミ
ス
発
覚
後
、
県
・国
に
対
し
繰
越
を
認
め
て
も
ら
う
よ
う
努
力

を
続
け
て
い
た
た
め
、
議
会
へ
知
ら
せ
な
か
っ
た
と
の
説
明
だ
が
、
議

会
軽
視
も
甚
だ
し
い
。議
員
・第
３
者
を
含
め
た
検
討
委
員
会
の
設

置
を
臨
時
議
会
で
求
め
た
が
、そ
の
後
の
知
ら
せ
は
な
い
。 

 

あ
な
た
は
、ど
う
思
い
ま
す
か
。 

 

翌
債
・繰
越
ミ
ス 

千
葉
県
内
で
佐
倉
市
の
み 

  

思
い
込
み
に
よ
る
繰
越
手
続
き
ミ
ス 

約
５
億
３
千
万
円 

コ
ロ
ナ
対
策
費 

国
へ
返
還 

  



市民の声は届いているのか    

宇田 市民の声に意見を出しても何も変わらな

い、諦めたなどの声がある。市民の声の意見を

把握し、市政への反映状況などを市民にフィ

ードバックすることが、開かれた市政運営、市

政への市民参加の意味から最も重要である。 

 

市長 私も必ず目を通している。職員には意見

を真摯に受け止め、迅速かつ適切な対応を指

示している。 宇田議員から諦めたとかあるが、

本当に職員が頑張っている。この場を借りて職

員の皆さんに深く感謝申し上げる。また、今後

も市民の皆さんのご意見、ご要望から施策の

基本となる市民ニーズを的確に把握しながら、

市民、議会、そして職員の皆さんと対話を通じ

オール佐倉でまちづくりの運営に励んでいく。 

 

宇田 市長から職員に感謝の言葉があった。

私も市民への回答書をいくつか拝読したが、ほ

とんどが質問に対しての回答になっていなかっ

た。私も残念に感じたことだけは伝えておく。 

 

宇田 市政が市民ニーズに合っているか把握

するために、回答への満足度調査が必要であ

る。ＩＣＴの活用によって可能ではないか。 

 

企画政策部長 無作為に抽出された市民意識

調査で、市への意見や要望が市政に反映され

ていると思うかという質問を設けて把握している。

令和２年度調査では、市民の意見が市政に反

映されている、あるいはどちらかといえば反映さ

れていると回答した方が 18.1％であった。 

ＩＣＴ活用の満足度調査は、通信機器所有の有

無など課題がある。 

 

宇田 無作為抽出の調査ではなく、市民の声

に意見をした方々への満足度調査が必要だ。 

 

部長 分からないとの回答が４割ほどなので、

市にご要望を出していない方の回答が多いとい

うことは分かる。分からないという回答が一定割

合いることは承知の上で、この反映されている

と思うという方を増やしていくことは非常に大事

なため、この市民意識調査を継続していきたい。 

 

宇田 市民の声への回答に、アンケートを添付

し、返信していただくことは可能ではないか。市

民の声への意見、アンケートなどを市の保有す

るデータとインターネット上の佐倉市に対する

市民の思いや期待を収集・分析したビッグデー

タを将来の佐倉市の都市計画策定のための都

市像に反映するために活用することも有効だ。 

多すぎる市職員の時間外勤務 

宇田 職員の時間外勤務時間の縮減の実現

は、市の財政の健全化と職員の長時間労働に

よる心的、肉体的負担の軽減化のためにも、

今取り組まなければいけない最も重要な課題

である。非現業の地方公務員については３６協

定が不要だが、民間では時間外労働の限度時

間は原則月４５時間、年３６０時間を設定。超

過勤務が心と体の健康にもたらす悪影響は社

会問題である。令和２年度の市役所の実態は。 

 

総務部長 年度当初職員数、再任用職員等

も含め１，１０６名。総時間外勤務時間１３２，１

１７時間。総手当額約３億６千万円。最も時間

外勤務を行った職員の時間数７９７時間である。 

 

宇田 ３６協定の特別条項の延長時間の上限

は、時間外労働が年７２０時間以内。時間外

労働と休日労働の合計が月１００時間未満、

時間外労働が月４５時間を超えることができる

限度は年６か月。令和２年度市役所の実態は。 

 

部長 月４５時間を超え時間外勤務を行った

職員２５０名、４７所属。月６０時間を超過した

場合の時間外勤務手当は、平日が２５％、週

休日が１５%加算。６０時間を超過した時間外

勤務手当の総額は約１，６００万円である。 

 

宇田 地方公務員には罰則適用がないが、苛

酷な超過労働している職員がいることは、職員

個人の生活や未来を奪うことになる。人員配置、

仕事の再配分、仕事量の軽減等対応状況は。 

 

部長 配置職員数は、職位や業務特性などの

バランスも踏まえた上で時間外勤務の多寡も

考慮し決定。特定の所属や職員の時間外勤

務が増加時には、所属内の担当業務の変更

や他所属職員への兼務発令などにより対応中。 

 

宇田 ノー残業デーを２日に、時間外勤務時

間禁止時間 22時を早めるなどの考えはあるか。 

 

部長 ノー残業デーや深夜の時間外勤務の禁

止は、遵守すべき最低の基準として設けている。

今以上の時間外勤務の抑制のためには、時間

外勤務の必要性の検証や業務の効率化など

により対応するほうが適切である。 

 

宇田 それができないので、残業が増えている

のではないか。私たちの給料は市民の税金で

あることを肝に銘じて、この問題に早急に取り

組まなければならない。 

近隣市町と比較し少なすぎる

脳・人間ドック助成額引き上げを 
宇田 厳しい国保財政のため助成額の増額は

困難とのことだが、脳や心臓の病気となり、より

高度な手術等必要になった場合、一月で数百

万、１，０００万を超える可能性もある。患者ご

本人、ご家族の心的、経済的負担はとても大

きい。健康保険制度への一般会計からの繰入

金も増加し、佐倉市の財政にも多大な影響が

生じる。このような状況を避けるためには、病気

の早期発見、早期治療こそが、持続可能な国

民健康保険、後期高齢者医療保険制度に求

められる。そのためにも助成額の増額が必要だ。 

 

市民部長 令和２年度の被保険者数に占める

短期人間ドック助成件数の割合を近隣市と比

較。助成額１万円の佐倉市 2.70％、35，000

円の成田市 2.79％、２万円の富里市 1.37％、

２万円の八街市 1.35％である。助成額の引き

上げが受検率の向上につながるとは言えない。

助成 

宇田 佐倉市民は他市と比較し、健康に対す

る意識が高いものと判断できる。多くの方に制

度を利用していただくための工夫はあるか。 

 

部長 窓口負担軽減のため、会計時に市の助

成額を差し引いた金額で精算を行えるよう助

成承認書を発行。比較的利用実績の多い市

内外１１医療機関と協定を結び、現在実施中。 

 

宇田 少子高齢化が進行する日本では、団塊

の世代が後期高齢者となることで、医療費や

社会保障費の高騰をもたらす 2025 年問題

の対策が急がれている。さらなる創意工夫を。 

 

上別所ごみの山市民へ説明を 

宇田 佐倉市所管の残土の山の前にあった

車・産廃等一部が撤去された。今までの経緯、

産廃がどこへ運ばれていったのかも含め撤去

の状況、今後の見通し等についてこうほう佐倉、

HP等で、市の見解を説明することが必要だ。 

 

市長 県主体で廃棄物を排出した事業者の特

定調査を行い、当該事業者に対し廃棄物の撤

去を求め、これに応じた数社が産業廃棄物中

間処理施設に運搬し、処理している。県は、今

後も行為者に対し、産業廃棄物の撤去を指導

するとともに、排出した事業者の特定調査を行

い、撤去を求めていくとのこと。市は、県と密接

に連携し、協力していく方針。現在も県が継続

して対応している。市の見解を示す考えはない。 
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